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令和 8 年度 上下水道スタートアップチャレンジ アイデア・ピッチ発表者概要 
※各発表者の概要資料の無断転載等はお控えください。なお、発表の順番は変更となる可能性がございます。 

 

（1） LOOVIC 株式会社 「上下水道メンテナンス現場の熟練判断を継承する空間タスク支援 TASK+al」 

熟練者の点検・保守判断を 15秒音声＋静止画で現場提示し、維持管理を省力化する。 

 

（2） ANION 株式会社/日本国土開発株式会社 「ADOX パウダー（高性能陰イオン吸着材)を添加した塗

布型ライニング材の開発」  

ADOX パウダー（高性能陰イオン吸着材)により、下水道管の腐食劣化を予防・延命化する塗布型ライニング技術 

 



2 

 

（3） 株式会社カシオペアテクノロジーズ 「回転磁場を用いた管内情報の把握」 

回転磁場を用いた管内情報の把握 

 

（4） 宇部マテリアルズ株式会社 「水酸化マグネシウムによる環境配慮型の硫化水素ガス発生抑制技術」 

水酸化マグネシウムによる環境配慮型の硫化水素ガス発生抑制技術 
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（5） 株式会社スペースデータ 「衛星 × AI × デジタルツインで実現する、上下水道インフラの点検・更新・維

持管理の高度化」 

衛星・管路・IoT 等の複数データを AI で統合し、地上＋地下を 3D デジタルツイン化。上下水道の点検・更新の

優先度と維持管理を高度化・省力化する。 

 

（6） 株式会社アーバンエックステクノロジーズ 「路面状態から道路陥没リスクを検知 

下水道由来の道路の空洞や陥没事故が多発している。路面状態をモニタリングしながら陥没リスクを検知する。 
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（7） 株式会社防災 AI 「300mm 級小口径管路対応 自律走行点検ロボット「REI250」による No Entry

管路メンテナンス DX」 

人が入れない 300mm級管路を自律走行し、4K画像と AI で劣化を検出・台帳化する点検DX技術。 

 


